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～今月の表紙～

「明日へのイルミネーショ
ン」がスタートし、町中
が光り輝いています。表
紙の写真は道の駅国見あ
つかしの郷に設置された

「光のトンネル」。子ども
たちは、きれいに灯った
光をいつまでも眺めてい
ました。

　台風 19 号により、被災された皆さ

まに、心からお見舞い申し上げます。

東日本大震災の後、国見町をキャン

ペーンでおじゃました時、皆さんの

芯の強さ、逞
たくま

しさに触れたことが、そ

の後の私の頑張りに多くの励みを与えて下さっておりま

す。歌うことでしか、お見舞いはできないことに、歯痒

さを感じています。本格的な冬がはじまります、くれぐ

れも身体を大切になさって下さいね。 市川　由紀乃 

台風 19号からの復興に向かって～国見町応援大使からメッセージが寄せられました～

国
見
町
を
代
表
す
る
秋
祭

り
「
鹿
島
神
社
例
大
祭
」

が
10
月
24
日
か
ら
26
日
に
か

け
、
旧
奥
州
街
道
藤
田
宿
を
中

心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
期
間
中
は
、
神み

こ
し輿
と

４
町
若
連
の
山だ

し車
、
稚ち

ご児
行
列

が
祭
囃
子
を
響
か
せ
な
が
ら
、

華
や
か
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
ま
た
、
鹿
島
神
社
か
ら

旧
藤
田
宿
の
街
道
は
、
た
く
さ

ん
の
露
店
と
観
客
で
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ

は
、
山
車
と
山
車
が
神
輿
を
挟

ん
で
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う

「
も
み
合
い
」。
大
勢
の
人
が
詰

め
か
け
る
中
で
若
連
衆
の
か
け

声
と
神
輿
と
山
車
が
ぶ
つ
か
り

あ
う
音
が
響
き
わ
た
る
た
び

に
、
沿
道
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

神
輿
が
鹿
島
神
社
へ
送
り
届

け
ら
れ
、
還か

ん
ぎ
ょ御

す
る
神
輿
を
若

連
と
観
客
が
見
届
け
て
、
例
大

祭
の
幕
が
閉
じ
ま
し
た
。

鹿島神社例大祭
　　町指定無形民俗文化財

1旧藤田宿で繰り広げられ
た迫力ある「もみ合い」　
2町内を練り歩いた神輿と
山車　3祭りを盛り上げる
山車パフォーマンス　4華
やかな稚児舞　5鹿島神社
へ神輿が還御　6太鼓と笛
の音が祭に華を添えました　
7還御を見届け互いを称え
る 4 若連　

1

2

3

4
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　この度の台風 19 号の被害は大変大

きく、国見町でも被災された方が多く

いらっしゃるとお聞きしました。心よ

りお見舞い申し上げます。私はピアノ

を演奏することしかできませんが、来

年 1 月に観月台文化センターで心を込めて音をお届けで

きたら、と思っています。

　1 日も早く復旧と再建がされますように心からお祈り

申し上げます。 木住野　佳子

　広報くにみを見てここまで大変なこ

とになっているとは思わず驚いており

ます。応援大使という大きなお役をい

ただいて何も出来ない歯がゆさを感じ

ております。亡くなられた方がいらっ

しゃらなかった事を不幸中の幸として復興に向けて力を

合わせて頑張っていただきたいと思います。

　国見の底力はどんな苦難にも打ち勝てると信じていま

す。心からのエールを送ります‼‼ 沢木　順 

　この度の台風で国見町の方々も被災

されました事、不自由な生活を強いら

れました日々に心よりお見舞い申し上

げます。

　今までも数々の災害を経験されまし

ても幾度と無く蘇って来ました国見魂は、太陽は東から

西へ沈みますが北極星と同じ星地軸は常に国見町にあり

ます。頑張ってください。

野﨑　洋光

　この度、台風 19 号の被害に遭われ

た皆様に、心よりお見舞いを申し上げ

ます。被災された皆様におかれまして

は、一日も早い復旧がなされますよう

お祈りいたします。

　また、国見の美味しい桃・農作物を頂けますのを楽し

みにいたしております。皆様に笑顔が戻りますように、

心から願っております、頑張って下さい‼

三屋　裕子

　この度、台風 19 号により被災をさ

れた国見町のみなさんの 1 日も早い復

興をお祈りしております。東日本大震

災からもうすぐ 9 年になります。あの

悲しみを乗り越え、たくさんの笑顔が

広がり復興へと進む中、今回の台風で水害が起きました。

大切な方々が住む国見町にまた笑顔が絶えない明るい町

になってもらえるように「音楽」を通してこれからも応

援をさせていただきます。 ふたり　石崎　紀彦 

（五十音順）
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　さまざまな野菜を栽培している八巻忠一さん。今回

の台風で約１ヘクタールの畑のうち、ビニールハウス

４棟を含めた７割の畑が冠水。また、倉庫やトラクター

などの器具や資材類も大きな被害を受けました。　　

　冠水して色が変わってしまったキュウリを見つめな

がら「収穫が目前だった秋野菜のほとんどが出荷でき

なくなってしまった。今は被害がなかった畑の野菜を

道の駅などへ出荷しているが、例年だと一日に何度も

出荷していたのに、今は収穫から出荷作業がすぐ終

台風 19 号で国見町は大きな被害を受け
ました。中でも基幹産業の農業は深

刻な状況です。今月号では被害状況や二人
の農業者へのインタビューなどをお伝えし
ます。

みなさんから寄せられた支援
風 19 号被害の復旧に役立ててほしいと、たく
さんの方々から支援が寄せられました。

寄 付
国見太陽光発電所企業組合…3 万円

「ふたり」石崎紀彦…1 万円
株式会社カタログハウス…4 万 8 千円あまり
国見ライオンズクラブ…10 万円
支 援 物 資
福島信用金庫…タオル 150 枚、軍手 100 組

台
台風被害に対する要望活動

は、早急な復旧に向けて、国や県、関係機関へ
の要望活動を行っています。

・11 月 1 日、阿武隈川上流改修促進期成同盟会（流　
　域の県下 13 市町村で構成）として太田久雄町長が
　内閣府などへ緊急要望活動。

・11 月 2 日、江藤拓農林水産大臣が来町し、桃畑の
　被害状況を確認。佐藤弘利副町長が支援を要望。

・11 月 15 日、太田町長が松崎浩司福島県農林水産部長
　や猪股慶藏福島県土木部長などを訪問し、復旧や農
　業再生などに対する支援を要望。

　

町

▶
太
田
町
長
に
目
録
を
手
渡

す
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん

物的被害状況（11 月 21 日時点）

※人的被害なし

住宅等
①浸水害　住家 16 戸（床上 14 戸、床下 2 戸）、　
　　　　　非住家 12 戸（物置等）
②風害等　住家 3 戸

農作物
（冠水）

水稲 17ha　   　被害額       10,456 千円
果樹 49.3ha    　被害額　103,192 千円
畑 12ha　　   　被害額       23,433 千円
林檎落下 8ha　 被害額         9,657 千円

農地
（土砂堆積）

田 7.5ha、畑 18.5ha

公共土木施設
町道法面崩落 9 カ所、路肩洗堀 3 カ所、舗装
面の流失・剥離 3 カ所、側溝流失 1 カ所、土
砂流入 2 カ所、通行止め（欠下橋）1 カ所

農林土木施設 林道法面崩落等 3 路線、用排水路損壊 6 カ所、
大枝排水機場機器、農地等法面崩落 12 カ所

その他公共施設  被害確認なし

県管理施設
河川　滝川堤防破堤
施設　県北浄化センター場内浸水により機能　　　
　　　停止
道路　白石国見線の宮城県側が通行止め

台風 19 号のつめあと vol.2

井
い さ ご

砂　善
よしえい

榮さん

1県北浄化センター周辺（10 月 14 日撮
影）　2倒れた桃の木にゴミが絡まって
いる様子（11 月 19 日撮影）　3冠水した
畑の大根（11 月 18 日撮影）　4冠水状況

（和平橋より徳江字前原地区。10 月 13 日
撮影）　5冠水で道路の舗装が剥離（徳江
字前原地内。10 月 14 日撮影）　6路肩が
洗堀（徳江字古川地内。10 月 14 日撮影）　
7県からの権限代行により国（国土交通
省東北地方整備局）が決壊した滝川の堤
体を埋戻し、遮水シートと護岸ブロック
を敷き詰め補強。11 月 7 日完了

野菜農家

八
や ま き

巻　忠
ちゅういち

一さん

わってしまい、張り合い

がない」と肩を落とす八

巻 さ ん。「 心 配 ご と は た

くさんあるが、来年の春

野菜や秋野菜が以前のよ

うに収穫できるように頑

張っていきたい」と話し

てくれました。

　井砂善榮さんは桃、あんぽ柿、米、りんごなどを栽

培しています。今回の台風では桃畑の被害が大きく、

約４ヘクタールのうち３ヘクタールが冠水しました。

桃畑は最大で４メートル近くまで冠水し、桃の木が

見えなくなるほどに。今でも木の枝の先にはゴミが絡

まっていました。

　「被害が大きかった園地は、良い桃が採れる場所だっ

た。37 年間桃を育ててきたが、以前のような桃が採

れるまでにどのくらいの年数がかかるか全く見当がつ

桃農家

かない」と井砂さん。

　それでも息子さんが新

たに農業を継いでくれた

ばかりだという井砂さん

は「下を向いていても仕

方がない。息子と二人で

頑張っていきたい」と前

を向いています。

撮影 国土交通省東北地方整備局 1
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松崎農林水産部長（左）と猪股土木部長（右）へ要望書を手渡す太田町長
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特
別
功
労
表
彰

・
大
内　

勝
美
さ
ん

―
消
防
防
災
―

　

昭
和
43
年
８
月
か
ら
平
成
16

年
３
月
ま
で
、
35
年
に
わ
た
り

国
見
町
消
防
団
員
と
し
て
、
地

域
消
防
、防
災
活
動
に
貢
献
し
、

第
２
分
団
長
で
退
団
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
５
月
に
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・
松
浦　

常
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　

―
地
方
自
治
―

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
12
年
に
わ
た
り
町
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
伸
長

発
展
に
貢
献
。
６
月
に
は
副
議

長
に
就
任
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
永

年
に
わ
た
り
並
柳
町
内
会
長
と

し
て
町
と
町
民
と
の
相
互
連
絡

を
図
り
、
円
滑
な
町
政
進
展
に

貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
功
労

表
彰
を
受
賞
。

令
和
元
年
度
国
見
町
表
彰

式
が
11
月
22
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
が
「
受
賞
さ
れ
る
み
な
さ
ま

に
は
、
豊
富
な
識
見
と
崇
高
な

信
念
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
、
町
の
復
興
と

さ
ら
な
る
進
展
の
た
め
、
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
大
内
勝
美
さ
ん
が

「
こ
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
国
見
町
の
復
興
と
発
展
の

た
め
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
表
彰
式
は
昭
和
42
年
以

来
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を

た
た
え
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
見
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
表
彰
審
査
会
で
審
議
し
た

結
果
、
今
年
は
８
個
人
・
３
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

―
令
和
元
年
度
国
見
町
表
彰
式 

― 
功
労
表
彰

・
佐
藤　

善
浩
さ
ん

―
消
防
防
災
―

　

平
成
２
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
30
年
に
わ
た
り
国
見
町
消

防
団
第
３
分
団
第
１
部
団
員
と

し
て
、
地
域
消
防
、
防
災
活
動

に
尽
力
。

・
佐
藤　

清
二
さ
ん

―
地
方
自
治
―

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
ま

で
、
12
年
に
わ
た
り
内
谷
東
町

内
会
長
と
し
て
、
町
と
町
民
と

の
相
互
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、円
滑
な
町
政
運
営
に
貢
献
。

・
菊
地　

千
津
子
さ
ん

―
社
会
福
祉
―

　

平
成
16
年
12
月
か
ら
現
在
ま

で
、
15
年
に
わ
た
り
民
生
児
童

委
員
（
山
崎
北
・
山
崎
舘
担
当
）

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
。

善
行
表
彰

・
太
田　

エ
イ
子
さ
ん

―
防
犯
―

　

国
見
町
交
通
安
全
母
の
会
、

国
見
町
婦
人
会
の
活
動
と
併

せ
、
23
年
に
わ
た
っ
て
桑
折
地

区
防
犯
指
導
隊
国
見
町
隊
員
と

し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
、
防

犯
活
動
に
携
わ
る
。
平
成
18
年

か
ら
同
隊
の
副
隊
長
を
務
め
、

安
全
・
安
心
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
。

・
阿
部　

み
さ
子
さ
ん

―
交
通
安
全
―

　

平
成
10
年
か
ら
藤
田
地
区
交

通
安
全
母
の
会
役
員
と
し
て

各
種
運
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に

尽
力
。
平
成
30
年
か
ら
、
同
会

会
長
を
務
め
、
交
通
安
全
の
啓

発
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
。

　

栄
誉
顕
彰

・
国
見
小
学
校

―
学
術
―

　

言
葉
を
学
び
、感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
読
書
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
年
度
の
子
ど
も

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。　
　

　

ま
た
、
毎
年
、
人
権
擁
護
委

員
ら
と
と
も
に
人
権
の
花
運
動

に
も
取
り
組
み
、
町
に
寄
贈
さ

れ
た
花
々
は
庁
舎
を
彩
り
、
来

庁
者
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

・
県
北
中
学
校

男
子　
　
　

部

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
初
優
勝
し
、
福
島
県
代
表
と

し
て
東
北
大
会
に
初
出
場
。
少

な
い
部
員
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
規
模
の
強
豪
校
に
対
し
て
、

部
員
一
丸
と
な
っ
て
果
敢
に
戦

い
、
東
北
大
会
で
一
勝
を
挙
げ

た
こ
と
は
、
国
見
の
子
ど
も
た

ち
の
無
限
の
可
能
性
を
県
内
外

に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

・
国
見

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

少
年
、
青
年
、
壮
年
と
そ
れ

ぞ
れ
の
年
代
を
と
お
し
て
野
球

に
親
し
ん
だ
愛
好
者
が
還
暦
後

も
野
球
を
す
る
た
め
に
結
成
し

た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
。
今
年
で
18

回
を
迎
え
る
福
島
県
還
暦
軟
式

野
球
大
会
の
常
連
で
、
５
月
に

開
催
さ
れ
た
東
日
本
還
暦
軟
式

野
球
大
会
に
は
福
島
県
代
表
と

し
て
出
場
。
国
見
町
の
名
を
県

内
外
に
知
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
づ
く
り
施
策
を
実
践
し
、
他

の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
佐
久
間　

広
昭
さ
ん

―
ス
ポ
ー
ツ
―

　

小
学
生
の
頃
か
ら
剣
道
に
精

進
し
、
成
人
の
後
は
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
ら
の
指
導
に

尽
力
。
５
月
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
全
日
本
高
齢
者
武

道
大
会
（
剣
道
個
人
戦
・
年
齢

別
全
国
大
会
）
に
出
場
し
、
準

優
勝
。
国
見
町
の
名
を
県
内
外

に
知
ら
し
め
る
と
と
と
も
に
、

町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ

く
り
施
策
を
体
現
し
、
他
の
模

範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栄誉顕彰の受賞者

晴
れ
の
受
賞
者

ボ
ー
ル

町の振興に特別な功労や特に功績が顕著な方などを表彰するものです。特別功労表彰

町政の発展向上などに寄与し、功績が顕著であった方や多額の金品な
どを町に寄付した方などを表彰するものです。功労表彰

奉仕活動や社会教育活動などで住みよいまちづくりに貢献し、他の模
範となる方、町に多額の寄付をした方などを表彰するものです。善行表彰

表彰式に出席されたみなさん
▶
謝
辞
を
述
べ
る
大
内
さ
ん

▶
特
別
功
労
表
彰
を
受
け
る
松
浦
さ
ん

学術、芸術、スポーツなどにおいて町の名声を高め、町民の誇りとな
る抜群の成績を収めた方などをたたえるものです。栄誉顕彰

功労表彰の受賞者

善行表彰の受賞者

バ
ス
ケ
ッ
ト

ク
ラ
ブ

ド
リ
ー
ム
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　野地衛さんは昭和 49 年に福島県警察に採用されると初任地
の会津坂下署をはじめ白河署や石川署などで、生活安全や地域
部門を中心に勤務し、平成 21 年に福島署信夫通り交番主任で
退職するまでの 35 年間、地域の安全・安心のために尽力され
ました。
　今回の受章について野地さんは「このような栄誉ある章を受
章できて大変うれしいです。これも先輩や同僚の指導や支援、
地域のみなさんの協力、家族の支えがあったからです」と感謝
の気持ちを述べました。
　また、野地さんは、「さまざまな事案に対応をしてきて苦労
が絶えないことも多かったが、補導した少年少女が結婚の報告
に来てくれた時にはうれしかった」とこれまでの警察官人生を
振り返りました。

秋の叙勲

野地　衛さん
瑞宝単光章

令和元年秋の叙勲受章者が発表され、町内から野地
衛さん（板橋南）が瑞宝単光章の栄誉に輝きました。

標
語
の
部

賞 学　年 氏　名 作　品
福島地区税務協議会長賞 国見小 5 年 佐藤　由羅 税金は　くらしを守る　第一歩
県 北 地 方 振 興 局 長 賞 国見小 6 年 和田　瑞生 ふるさとに　笑顔ひろがる　納税で

国 見 町 長 賞
国見小 5 年 佐藤　優心 納税で　町のかがやき　みんなの未来
国見小 6 年 渡邉　愛菜 とどけよう　みんなに笑顔を　税金で
県北中 2 年 中野　心裕 納税で　輝く未来　切り拓く

国 見 町 教 育 長 賞
国見小 5 年 大内　美花 この暮らし　まかなわれている　税金で
国見小 5 年 阿部　　学 人の汗　大事な税金　大切に
県北中 2 年 小室　咲香 税金を　納め輝け　国見町

書
の
部

賞 学　年 氏　名 作　品
福島地区税務協議会長賞 国見小 5 年 五十嵐愛桜 申　　告
県 北 地 方 振 興 局 長 賞 国見小 5 年 大勝　美緒 申　　告

国 見 町 長 賞
国見小 6 年 佐久間健一 納　　税
県北中 1 年 齋藤　脩眞 確定申告
県北中 1 年 安藤　　優 確定申告

国 見 町 教 育 長 賞
国見小 5 年 管野　未悠 申　　告
国見小 6 年 大槻　夕依 納　　税
県北中 1 年 高橋　　凜 確定申告

国
見
町
小
中
学
生
「
税
に

関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
表
彰
式
が
11
月
22
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
16
人

に
、
鈴
木
晋
福
島
税
務
署
長
、

目
黒
信
二
福
島
県
県
北
地
方
振

興
局
次
長
、
太
田
久
雄
町
長
、

岡
﨑
忠
昭
教
育
長
が
表
彰
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

太
田
町
長
が
「
受
賞
さ
れ
た

方
に
は
、
将
来
の
納
税
者
と
し

て
税
の
良
き
理
解
者
、
協
力
者

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

中
野
心
裕
さ
ん（
県
北
中
２
年
）

が
「
こ
の
受
賞
を
機
に
納
税
意

識
を
高
め
、
将
来
、
国
民
の
義

務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど

も
た
ち
に
税
に
関
す
る
知
識
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
い
て
い
る
も
の

で
、今
年
は
書
の
部
１
１
８
点
、

標
語
の
部
１
９
７
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

福島地区税務協議会長賞県北地方振興局長賞

税に関する作品
コンクール

令和元年度　国見町小中学生

　11 月 11 日から 17 日までの「税を考える週間」に合わせ、
町は 11 月 12 日に、道の駅国見あつかしの郷やコープマート
国見店で啓発活動を行いました。啓発活動では、太田久雄町長、
佐藤弘利副町長らと「くにみももたん」が、啓発の標語を添
えたカイロを配りながら、期限内納付などを呼びかけました。

11 月 11 日から 17 日は「税を考える週間」

“くらしを支える税 ” 大切さ呼びかけ
▶
道
の
駅
で
納
税
へ
の
理
解
を

　

呼
び
か
け
る
太
田
町
長

入賞作品は、町確定
申告会場（2 月中旬
から 3 月中旬）に展
示されます

受賞おめでとうございます

国見町民生児童委員協議会会長の八巻忠一さんが、令和元年度の
全国社会福祉協議会会長表彰と全国民生委員児童委員連合会会

長表彰の 2 つの功労者表彰を受賞しました。八巻さんは「今回の受賞
は地域のみなさんや家族の協力があったからこそ。今回の台風 19 号
では早めに高齢者を避難所へ連れて行くなどの対応で犠牲者が出なかっ
たことは何よりもよかった」と語ってくれました。　　
　八巻さんは、平成 10 年 12 月から民生児童委員を務め、平成 22 年
からは同協議会の会長として、地域福祉の向上に尽力しています。

地域福祉の向上に尽力　
功労者表彰を受賞 - 八巻忠一さん -

太田町長へ受賞報告する八巻さん（右）

県文学賞に入賞した佐久間さん

くにみ短歌会会長の佐久間百合子さんが、令和元年度第 72 回福
島県文学賞短歌部門で準賞を受賞しました。佐久間さんは平成

29 年度の同賞で奨励賞を受賞している実力者です。
　受賞作品『早春の森』は、佐久間さんが日々の暮らし中での出来事
や感動したことなどを詠んだ歌集です。
　佐久間さんは「このような大きな賞を受賞したことにまだ実感が湧
きませんが、これからも勉強を続け、良い短歌を詠んでいきたい」と
語ってくれました。

日常を歌った短歌が評価
県文学賞短歌部門で準賞 - 佐久間百合子さん -

9 8



優勝の栄冠は藤田 A チームに
第 43 回国見町駅伝競走大会

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
機
運
醸
成
事
業
も
兼
ね

た
第
43
回
国
見
町
駅
伝
競
走
大

会
が
11
月
3
日
、
秋
晴
れ
の
下

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
初
と
な
る
今
大
会
の

テ
ー
マ
は
、「
絆　

つ
な
げ
！　

復
興
へ
の
タ
ス
キ
‼
」。
上
野

台
運
動
公
園
総
合
運
動
場
を
中

継
所
と
し
た
６
区
間
12
・
４
㎞
の

周
回
コ
ー
ス
に
変
え
て
の
開
催
。

　

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

多
世
代
に
わ
た
る
11
チ
ー
ム
の

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
沿
道
か
ら

送
ら
れ
る
熱
い
声
援
を
受
け
な

が
ら
力
走
し
、
全
チ
ー
ム
が
完

走
し
ま
し
た
。　

　

優
勝
は
、
終
始
首
位
を
守
っ

た
藤
田
A
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は

佐
川
急
便
福
島
チ
ー
ム
、
３
位

は
藤
田
総
合
病
院
Ａ
チ
ー
ム
で

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
大
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

選
手
た
ち
が
煙
式
の
ト
ー
チ
リ

レ
ー
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
期
待

を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

総
　
合

順　位 チーム名 記　　録
優　勝 藤 田 A 4 3 分 5 2 秒
準優勝 佐川急便福島 4 6 分 1 9 秒
第 3 位 藤田総合病院 A 4 8 分 2 0 秒

区
　
間
　
賞

区　間 氏　　名 チーム名
第 1 区 佐藤悠貴也 藤　　田 A
第 2 区 田口　幸一 佐川急便福島
第 3 区 山田　哲也 藤　　田 A
第 4 区 大竹　洋平 藤　　田 A
第 5 区 岩城　賢明 大木戸地区スポーツ振興会
第 6 区 山﨑　達也 藤　　田 A

ニアピン賞 藤　　田 A

懸命にタスキをつなぐ選手たち

国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 11
月 11 日と 12 日、東北大会や県大会に出場する

子どもたちに奨励金を交付しました。

【第 39 回福島県中学校新人ソフトテニス大会】▶女子団

体、宍戸結（中 2）、志賀如音（中 2）、德江愛陽（中 2）、

四家美優（中 2）、男子団体、佐藤遥哉（中 2）、栗原成希（中

2）、齋藤蓮斗（中 1）、佐久間柊友（中 2）、岩城龍音（中

1）、菊地璃叶（中 2）【第 48 回福島県中学校新人卓球大会】
▶女子団体【福島県中学校新人柔道大会】▶藤原迅（中 1）、

佐藤大翔（中 2）、藤原華凛（中 2）【第 24 回東北高等学
校新人陸上競技大会】▶ハンマー投げ / 栗原陽愛（高 2）

【福島県高等学校新人陸上競技大会】▶ 1,500m・3,000m/

鈴 木 ほ の か（ 高 2）、3,000m/ 菊 地 凜（ 高 2）、3,000m/

武田実黎（高 1）

▲奨励金を手に大会での活躍を誓うみんな▼

国見町青少年育成町民会議
奨励金交付がんばるみんなを応援

清水　万優子佐藤　夢叶

秋葉　太陽

颯爽と駆け抜ける菊地凛選手（ゼッケン 15）

山田哲也選手㊧が山﨑達也選手㊨にタスキをつなぐ思いを乗せてタスキを繋
つ な

ぐ
第 31 回ふくしま駅伝　国見町は総合 46 位

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
が
11
月

17
日
、
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
か

ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16
区
間

94
・
8
㎞
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

31
回
目
と
な
る
今
大
会
に

は
、
県
内
全
59
市
町
村
か
ら
53

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
誇
り
を
胸
に
福
島
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

出
場
30
回
目
の
節
目
の
大
会

と
な
っ
た
国
見
町
チ
ー
ム
は
、

第
1
区
の
髙
橋
香
澄
選
手
が
区

間
11
位
、
第
２
区
の
佐
藤
悠
貴

也
選
手
が
区
間
13
位
の
快
走
を

披
露
。
そ
の
後
も
、
各
選
手
が

町
応
援
団
の
声
援
に
応
え
る
粘

り
強
い
走
り
で
、
６
時
間
２
分

42
秒
で
総
合
46
位
、
町
の
部
24

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

佐
藤
温
史
監
督
は
「
み
な
さ

ん
に
声
援
を
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
選
手
は
町
の
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
町
の
代
表
と
し

て
大
き
な
舞
台
で
走
っ
た
中
高

生
に
は
、
今
回
の
経
験
を
生
か

し
て
国
見
町
チ
ー
ム
を
け
ん
引

す
る
選
手
に
成
長
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

松浦　音和

冨田　滉

県北中学校
( ３年生 )

笑顔でトーチリレー太田久雄町長から選手へトーチを授与国見町応援団が熱い声援を送りました声援を受けながら走る後藤仁志選手
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町人事行政の運営等の状況
　町の人事行政運営等を町民のみなさんに理解していただくため「国見町人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例」に基づき、職員数や給与、服務などの状況について公表します。

問総務課庶務係　☎ 585-2112

1）職員数および任免の状況

■部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在） 	 	 	 	 	 　　	 　（単位 : 人）

部　門
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計

合計
議会 総務・企画 税務 民生 衛生 農林 商工 土木 小計 教育 水道・下水道

その他
令 和 元 年 度 2 29 9 14 9 9 6 7 85 21 11 117
平成 30 年度 2 28 9 14 9 10 7 7 86 22 11 119

※特別職（3 人）は含まれていません。	 	 	 	 	 	 	

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在） 	 　　
級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計

標準的な 
職務内容 主事 主任主事 主査 課長補佐 

主任主査 課長等 参事 ―

職員数 7 人 12 人 16 人 26 人 9 人 8 人 78 人
構成比 9.0% 15.4% 20.5% 33.3% 11.5% 10.3% 100.0%

※小数点以下の処理の都合上、合計が 100% にならない場合があります。

■採用および退職の状況
平成 31 年 4 月 1 日

付け採用者数 6 人

平成 30 年度
退職者数 7 人

増減 △ 1 人

2）職員の給与の状況

■人件費の状況（平成 30 年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口

（平成 31 年 3 月 31 日現在）
歳出額

A
人件費　

B
人件費率
（B/A）

9,106 人 5,168,227 千円 1,154,526 千円 22.3%
※人件費には、特別職に支給される報酬なども含んでいます。 

■職員給与の状況（平成 30 年度普通会計決算）
職員数

A
給　　与　　費 1 人当りの給与額 

B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
108 人 395,761 千円 99,125 千円 165,664 千円 660,550 千円 6,116 千円

※職員手当には、退職手当（退職手当負担金）および児童手当は含みません。
※公営企業会計職員 11 名は除く。

■職員の初任給の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　分 初任給

一般行政職
大学卒 191,600 円
高校卒 156,400 円

■特別職の報酬等の状況
区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 761,000 円 三

役

6 月期 1.475 月分
副町長 608,000 円 12 月期 1.475 月分
教育長 570,000 円 合計 2.95 月分
議　長 338,000 円  議

員

6 月期 1.475 月分
副議長 254,000 円 12 月期 1.475 月分
議　員 228,000 円 合計 2.95 月分

■職員の平均給料月額及び平均年齢
　（平成 31 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 318,300 円 40.8 歳

■主な手当の種類とその内容 

期末・勤勉手当

（一般職）

・期末手当　6 月期　1.275 月分　12 月期　1.275 月分
・勤勉手当　6 月期　0.925 月分　12 月期　0.925 月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

時間外勤務手当 ・職員一人当たり平均支給年額…659,891 円（平成 30 年度決算額）

扶養手当 ・配偶者…6,500 円　・子…10,000 円　・父母等…6,500 円 
・扶養親族のうち 16 歳から 22 歳までの子…1 人 5,000 円加算

住居手当 ・借家借間…27,000 円上限

通勤手当
・交通機関など利用者…63,000 円までは全額、63,000 円を超えた場合、その超えた
　額の 1/2 の額を 63,000 円に加えた額 

・自動車等使用者…通勤距離に応じて、2,600 円 ~59,900 円

特殊勤務手当
・職員全体に占める手当支給者の割合…19.1% 
・支給対象職員 1 人当たり平均支給年額…33,531 円　　　　※平成 30 年度 
・代表的な手当の支給者…税務職員など

管理職手当 ・職制上の段階により、50,900 円 ~61,400 円（課長以上）

3）職員の勤務条件の状況

■勤務時間
1 週間の正規の勤務時間 38 時間 45 分

1 日の正規の勤務時間 7 時間 45 分
開　始　時　刻 午前 8 時 30 分
終　了　時　刻 午後 5 時 15 分

■休暇制度
休暇の種類 付  与  日  数

年次有給休暇
年ごとに 20 日間付与され、20 日
を超えない範囲内の残日数は翌年
度に繰り越し可能

（平成 30 年平均取得日数…5.1 日）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

産前産後休暇 産前 8 週、産後 8 週
配偶者の出産休暇 3 日以内

育児時間休暇 1 日 2 回各 45 分以内

子の看護休暇 7 日以内
（子が 2 人以上の場合は 10 日以内）

結婚休暇 7 日以内
忌引休暇 続柄により 1~10 日以内
夏季休暇 6 月から 10 月の間に 5 日以内

短期介護休暇 5 日以内
（要介護者が 2 人以上の場合は 10 日以内）

ボランティア休暇 5 日以内

■育児休業の取得状況（平成 30 年度）

区　分
育児休業の取得期間

1 年以内 1~2 年以内 2~3 年以内
男　性 0 件 0 件 0 件
女　性 3 件 0 件 0 件

4）職員の分限処分と懲戒処分の状況（平成 30 年度）

・分限処分…なし
・懲戒処分…1 件

5）職員の服務の状況（平成 30 年度）

区　分 承認件数 事由
服務義務違反 0 件

営利企業等従事許可 0 件

6）職員の研修と勤務評定の状況（平成 30 年度）

■職員の研修の状況
区　分 内容 受講者数

派遣研修
（ふくしま自治
  研修センター）

階層別研修
（一般職員） 12 人

専門研修 4 人

庁内研修
接遇研修 25 人
新規採用職員研修 6 人
メンタルヘルス研修 61 人

7）職員の福祉と利益の保護の状況（平成 30 年度）

■健康診断等の受診状況　■公務災害と通勤災害
　　　　　　　　　　　　   の発生件数

区　分 受診者数 区　分 件数
定期健康診断 85 件 公務災害 0 件
人間ドック 29 件 通勤災害 0 件

8）公平委員会の業務の状況（平成 30 年度）

区　分 件数
勤務条件に関する措置の要求の状況 0 件
不利益処分に関する不服申し立ての状況 0 件
人事行政相談の状況 0 件

■職員の勤務評定の状況   
　6 月期および 12 月期の勤勉手当について、
勤務評定を実施し、その評定を反映させて支
給しています。
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国見町は 10 月 25 日、株式会社陽
ひ

と人
びと

ととも
に株式会社ワンテーブルと宇宙航空研究開

発機構（JAXA）が協働で取り組む「BOSAI SPACE 
FOOD PROJECT」にパートナーとして参加するた
めの確認書を締結しました。
　締結式は国見町役場で行われ、JAXA の菊池優太
J-SPARC プロデューサーが同席する中、太田久雄
町長、陽と人の小林味愛代表取締役、ワンテーブ
ルの島田昌幸 CEO が確認書を取り交わしました。
　「BOSAI SPACE FOOD PROJECT」は、ワンテーブ
ルが持つ備蓄用食品の開発の知識や技術と、JAXA
が有人宇宙活動で培った宇宙飛行士の健康管理や
宇宙食に関する知識などを活用して、新しい防災・
宇宙産業の創出を目指す取り組みです。
　町は今後、プロジェクトと連携して防災教育を
進めるほか、町の特産品を使った備蓄食品開発・
導入などの防災事業に取り組み、東日本大震災や
台風 19 号での被災経験を後世に伝えるとともに、
風評払拭、道の駅国見あつかしの郷の集客向上、
若手移住者の確保など、地域の複合的な課題解決
につないでいきます。

防災教育・備蓄食品開発で連携
「BOSAI  SPACE  FOOD  PROJECT」

確認書を交わす（左から）小林代表取締役、島田 CEO、
太田町長、菊池プロデューサー

8 月のキッズ防災教室で宇宙教室と備蓄食のデザインを考える

子ども議長：井砂  超さん

子ども議員：佐久間  美咲さん、髙橋  理央さん
　　　　　   宇野  羅沙佑さん、末永  愛羅さん
　　　　　 仲野  敦さん、氏家  文寧さん

教　育 安全・安心

令和元年度国見町・桑折町交通安全町民大会
が 11 月 23 日、観月台文化センターで開催

されました。
　第 1 部では、福島県警察音楽隊による迫力ある
演奏とカラーガード隊の魅力ある演技が披露され
ました。第 2 部では、交通事故犠牲者に対する黙
とうや大会長である太田久雄町長のあいさつ、交
通安全功労者などの表彰が行われました。また、
国見小学校 6 年生の後藤慧伍さんらによる交通安
全に関する提言の発表があり、参加者は交通事故
ゼロへの誓いを新たにしました。 堂々と提言をする後藤さん

事 故 ゼ ロ へ  誓 い 新 た に
国見町・桑折町交通安全町民大会

国見学園教育フォーラム 2019 が 11 月 18 日、「家
うちどく

読に
ついてみんなで考えよう」をテーマに、観月台文化セ

ンターで開かれました。第 1 部の 100 人熟議では、保護者
や教育関係者約 100 人がグループに分かれ家読について議
論しました。第 2 部では、文部科学省コミュニティ・スクー
ルマイスター安齋宏之さんの講話が行われ、家庭で楽しく
家読するためにどうすればよいかを考える機会となりました。

オール国見で子どもを育てる
国見学園教育フォーラム 2019

「家読」を楽しく続けるために 100 人で熟議

国見町幼小中一貫教育事業「くにみっ子まつり」が 11
月 1 日、国見小学校体育館で行われ、くにみ幼稚園の

園児と国見小学校、県北中学校の児童生徒 592 名が参加し
ました。
　今年は「みんなでいっしょに全力で夢へはばたけ国見の
未来」をテーマに、ダンスや楽器演奏、合唱などを披露して、
子どもたちが交流を深めました。

み ん な の 笑 顔 あ ふ れ る
幼小中一貫教育事業「くにみっ子まつり」

みんなで練習したダンスを披露するくにみっ子たち

国見町子ども議会が 10 月 28 日、国見町役場
の議場で行われました。国見小 6 年生の児

童が子ども議長と議員となり、まちづくりについ
ての質問や提言をしました。
　子ども議長の井砂さんが議会の開会宣言をする
と、議員席の子ども議員の児童 6 人は、自分たち
の目線で考えたまちづくりに関する一般質問を行
いました。除染作業の現状や町民プールの再開、
国見の歴史を知ってもらうための提案、国見ホイ
スコーレ、少子化対策、ももたん FM への子ども
たちの参加など幅広い質問に、太田町長や担当課
長が一つ一つ丁寧に答弁しました。
　傍聴の児童たちも子ども議員の質問や町からの
回答をメモを取りながら真剣な様子で聞き入ってい
ました。
　町の将来を担う子どもたちが、まちづくりへの
関心を高める貴重な機会となりました。

子どもたちがまちづくりを考える
令和元年度国見町子ども議会

登壇して一般質問をする佐久間子ども議員

一般質問に答弁する太田町長 開会宣言をする井砂子ども議長

表彰受賞者　　　　　　　　※国見町分のみ、敬称略
【大会長国見町長・福島北警察署長連名表彰】

▶交通安全功労者（個人）/ 蒲倉順子、▶交通安全優良団体・事業所 / 国見ガス住宅設備株式会社
【福島北警察署長・桑折地区安全運転管理者協会長連名表彰】

▶令和元年度交通事故防止コンクール / 国見ガス住宅設備株式会社、国見生コンクリート株式会社、
根本建設株式会社国見支店

【東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表彰】
▶交通安全功労者 / 太田エイ子、▶交通安全優良運転者 / 熊坂初男

【全日本交通安全協会長表彰交通栄誉章「緑十字銅賞」】
▶交通安全功労者 / 阿部みさ子

【福島県警察本部長・福島県交通安全協会長連名表彰】
▶交通安全功労者 / 佐藤信男、▶優良運転者 / 杉崎謙吾

表彰を受ける蒲倉さん
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.30

国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百
年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」を進めて
います。このコーナーでは町や地域が行う取り組みについて、毎月お伝
えします。

　また、この日に行われていた地域の鎮
ちんじゅ

守である高
城国見神社の例大祭で繰り出した神

み こ し

輿と山
だ し

車 3 台が
あつかしまつりの会場を巡

じゅんこう

行しました。巡行は 4 年
に一度行われるもので、大勢の人たちが華やかな山
車と共に会場を訪れました。昼には、芋煮と餅つき
が行われ、多くの子どもたちが臼と杵での餅つきを
体験し、つきたての餅をほおばりました。
　地域の人たちが一つになり、地元の伝統を受け継
いでいくことの大切さを感じた一日でした。

◀
貴
重
な
餅
つ
き
体
験

◀
高
城
国
見
神
社
の
お
神
輿

　『あつかしまつり』が 11 月 4 日、あつかし歴史館
で行われました。
　当日は子どもを中心に約 260 人が参加。『芸術の秋』
にちなんで、その場で撮影した写真を飾るフォトフ
レームに落ち葉や栗などで飾り付けたり、自分で描
いた絵で作る缶バッジの
ワークショップを行いま
した。参加者は、思い思
いに絵を描いたり、飾り
付けをして、自分だけの
作品を作り上げました。
　グラウンドではフリー
マ ー ケ ッ ト が 開 催 さ れ、
14 組の出店者が子供服や
手作りの品、野菜、花な
どを販売しました。

1 紙コップの土台に飾り付け　
2 その場で記念撮影　
3 青空の下で行われた
   フリーマーケット
4 こども太鼓をトントン♪

1

2

3

4

大木戸歴史むらづくりの会×あつかし歴史館

~ 遊びと学びのミュージアム ~   「あつかしまつり」を開催 !

　歴まちインフォメーション 

◀
華
や
か
な
山
車
が
登
場
！

あつかし歴史館特別展

古画と写真でたどる国見町展 　現在、あつかし歴史館では、国見町郷土史研究会（中
村洋平会長）が町文化祭で展示した「古画と写真で
たどる国見町展」の特別展示を行っています。古い
絵画資料と写真で町の歴史を感じることができます。
ぜひお越しください。

第 1 回〈古画にみる江戸・昭和期の国見〉　　
　12 月 27 日金まで展示中

あつかし歴史館・第 2 研修室
午前 9 時から午後 4 時 30 分
月曜日
年末年始 12 月 28 日土 ~1 月 4 日土

場　所
時　間
休館日

第 2 回〈古写真に写る国見のむかし〉　　
　1 月 5 日日から 2 月 2 日日まで展示

▶
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
聖
火
リ
レ
ー
記
念
」

国
見
町
区
間
走
者
・
伴
走
者
・

実
行
委
員

昭
和
39
年
９
月
29
日
撮
影

「明日へのイルミネーション」点灯
式が 11 月 23 日、道の駅国見あ

つかしの郷で行われました。
　点灯式では、菅

す げ の

野恵
めぐみ

さんのライブやス
イングモードのサックスとギターの演奏
で会場を盛り上げました。
　午後 5 時に点灯のスイッチが押される
と、道の駅に飾り付けられた電飾に一斉
に明かりが灯り、来場者から大きな歓声
があがりました。
　今年は道の駅の会場に「令和」の大き
な電飾も登場し、923 夕暮れマルシェの
販売や町商工会青年部によるあたたかい
そばの振る舞いで会場が賑わいました。

つ
な
が
る
光
の
輪

町中が光り輝く、冬の風物詩　明日へのイルミネーション

イルミネーション点灯期間

1 月 5 日日まで

★道の駅ほか町内各所で点灯

～町内各所でイルミネーション点灯スタート～

夜空に浮かぶ大きなツリー

あつかし山ビッグツリー 12.22 ～ 1.5

点灯式　

12.22日 16 時～　道の駅国見あつかしの郷
・イルミネーション表彰式
・熊谷陽子 with ふくしまボトムズミニライブ
・あたたかいおふるまいや 923 夕暮れマルシェ

点灯・花火打ち上げ　17時

点灯
期間
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いい本に出会うためには

本に親しみ  楽しさを知る
　子ども司書講座  おはなし会＆親子選書会
　第７回子ども司書講座のおはなし会＆親子選書会が 11 月
2 日、観月台文化センターで行われました。参加した親子は、
福島子どもの本をひろめる会の瓶子美千子さんのお話を聞い
たり、「親子選書会」では約 500 冊の本の中から読んでみたい
本やおすすめの本を選びました。選ばれた本はランキングを
付け、図書室で貸出することになっています。

『出会う、気づく、見つめる』
　古民家を基点に短期ホイスコーレ開催
　短期ホイスコーレ 2019 が 11 月 2 日から 4 日までの 3 日間、
石母田地区の古民家を基点に行われました。
　首都圏などから参加した 12 名は、フィールドワークや農
作業体験を通して、さまざまな知恵や技術を持つ人と出会い、
話を聞き、国見の地域性を理解することで、さまざまな生き
方や考え方があることを学びました。古民家を基点に自分たちを見つめ直す

ソフトボールで交流を深めた大木戸地区のみなさん

世代を超えた交流
　第 5 回大木戸地区ソフトボール大会
　大木戸スポーツ振興会 ( 志村浩雄会長 ) 主催の第 5 回大木戸
地区ソフトボール大会が 10 月 5 日、上野台運動公園で行われ、
30 名が参加しました。大会では、中学生から大人まで幅広い
世代で編成された 3 チームが熱戦を繰り広げ、大木戸チーム
が大逆転で初優勝。秋晴れの下、参加者は爽やかな汗を流し、
交流を深めました。

ミニトマトの選別を体験

研修相談会
　くにみ農業ビジネス訓練所参観デー
　くにみ農業ビジネス訓練所参観デーが 10 月 27 日、訓練所
の施設で開かれ、研修内容の説明やミニトマトの養液栽培ハ
ウスの見学などが行われました。
　また、訓練所で収穫した野菜の直売や焼き芋の提供なども
あり、参加者は訓練所の取り組みについて理解を深めていま
した。

意見交換をする太田町長と商工会役員のみなさん

商店街の活性化を
　国見町商工会役員と町長が懇談会　
　国見町商工会役員（渡辺勝弘会長）と太田久雄町長の懇談
会が 11 月 19 日、国見町役場で行われ、「商店街の活性化」を
テーマに意見交換をしました。
　懇談会では、町や商店街を取り巻く現状について情報共有
するとともに、商店街活性化やまちづくりに関する提案など、
積極的な意見交換が行われました。

あんぽ柿作りを体験する参加者

歴史と特産のあんぽ柿で国見を満喫
　秋のくにみ周遊ツアー
　道の駅国見あつかしの郷からバスで巡る「秋のくにみ周遊
ツアー」が 11 月 8 日と 9 日に行われ、仙台圏を中心に 40 人
が参加しました。ツアー参加者は、くにみ案内人の説明を聞
きながら奥山家住宅洋館や阿津賀志山防塁下二重堀地区など
を巡るまち歩きを満喫した後、「あんぽ柿」作りを体験。参加
者は農家の説明を聞きながら皮むきや紐通し作業を体験しました。

みんなで 暮らしたい町の姿を想像　　　
　空想マルシェ
　株式会社家守舎桃ノ音（上神田健太代表取締役）主催の空
想マルシェが 11 月 17 日、藤田駅前の「アカリ」を会場に行
われました。テーマは「みんなの空想を持ち寄って、暮らし
たい町の姿をつくろう」。さまざまなワークショップが行われ
たり、飲食店などが出店したほか、路上に子どもたちがチョー
クで自由に絵を描くなど、それぞれの思いを描く 1 日となりました。木のスプーン作りに挑戦

支援機導入を記念してテープカット

アスリートを応援 
　ＪＯＣオリンピック支援機導入披露式
　ＪＯＣオリンピック支援機（自動販売機）の導入披露式が
11 月 3 日、上野台体育館前で太田久雄町長や東京 2020 大会
ゴールドパートナーのコカ・コーラボトラーズジャパン株式
会社などの関係者が出席して行われました。
　支援機は上野台運動公園内に 4 台設置され、売上の一部は
JOC を通じてアスリート育成などに活用されます。

楽しみながら地域の交流を深める
　紅葉の霊山ハイキング
　小坂地区スポーツ振興会（赤坂齋会長）主催の「紅葉の霊
山ハイキング」が 11 月 10 日、小坂地区の住民 15 名が参加し
て行われました。　　　　
　当日は天候にも恵まれて、少し汗ばむくらいの陽気となり
落ち葉を踏みしめながら秋の霊山をハイキング。参加者は楽
しみながら地域の交流を深めました。ハイキングを通して交流を深めた参加者

親子で豆腐を使った白玉だんご作りに挑戦

親子で考える「食」の大切さ 
　くにみ食の映画祭
　「くにみ食の映画祭」が 11 月 4 日、観月台文化センターで行われ、
給食で昔ながらの和食を提供している保育園のドキュメンタリー
映画「いただきます　みそしるをつくるこどもたち」を親子で鑑
賞しました。食育体験コーナーでは、親子でみそ玉作りや豆腐
を使った白玉だんご作りなどを体験したほか、国見かあちゃん
グループによる豆腐ごはんと豚汁に舌鼓を打ちました。
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保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（令和元年 10 月生まれ）
・9 か月児（平成 31 年 4 月生まれ）

2 月 27 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに !　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

2 月 5 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談などについて保健師、栄養士がお待ちしています。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに !
《申込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊ 3 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 28 年 5 月 16 日から
平成 28 年 8 月 31 日生まれの幼児

2 月 18 日火
午後 1 時 30 分から

　　午後 1 時 45 分
森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
　　　　　　公認心理士による相談・指導…子育てに関する不安や悩みなど、気軽に相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに !　　　　　

町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室を開催し
ています。10 月と 11 月は次の内容で開催しました。

食育 シリーズ

  受けてください、命を守る大切な検診  ～子宮頸がん・乳がん検診～

  健康コラム　~ お酒の飲み過ぎに注意しましょう ~

年末年始はお酒の付き合いが増える時期です。過度の飲酒は肥満や生活習慣病、アルコール依存症を招く
ので注意が必要です。適量を守り、お酒と上手に付き合いましょう。

1 日飲酒量は純アルコール量で 20g 程度が適量とされています

19g 22g 22g 22g 19g

※　　内は純アルコール量

ビール中びん 1 本
500ml

清酒 1 合
180ml

焼酎（35%）
80ml

ワイン 2 杯
240ml

ウイスキー・ブランデー
ダブル 1 杯　60ml

胃に食べ物が入っていると、アルコールの吸収が穏やかになり、
肝臓の負担が少なくなります。

ただし、ほかの生活習慣病のリスクを考えてつまみを選びましょう。

年少組
テーマ

「食事のマナー・手洗
いの大切さについて」

新たに受診を希望する方は、早めに保健福祉課保健係まで連絡ください。
（予約制なので希望日に受診出来ない場合がありますのでご了承ください）

検 診 名 対 象 者（※ 1） 料 金 時 期（※ 2）

子宮頸がん検診
20 歳以上の　

偶数年齢の女性
国保・後期無料

社保 1,000 円

　公立藤田総合病院　　⇒　12 月 25 日まで
　保原中央クリニック　⇒　12 月 25 日まで
　北福島医療センター　⇒　令和 2 年 2 月 28 日まで
　福島市内医療機関　　⇒　令和 2 年 1 月 31 日まで

乳がん検診 40 歳以上の
偶数年齢の女性

国保・後期無料
社保　800 円

　公立藤田総合病院　　⇒　12 月 27 日まで
　北福島医療センター　⇒　令和 2 年 2 月 28 日まで
　福島市内医療機関　　⇒　12 月 27 日まで

（※ 1）年齢は令和 2 年 3 月 31 日時点の年齢です。奇数年齢で前年度未受診の場合は受診可能です。
（※ 2）福島市内の実施医療機関は受診者に配布した案内を確認するか保健福祉課保健係まで問い合わせください。

お茶碗の持ち方は ? 手洗いは大事だね !

年長組
テーマ

「育てたさつまいも
でカレーを作ろう」

さつまいもの皮むき上手にできた ! おいしいカレーができました !

（女子栄養大学出版部「五訂増補食品成分表」を参考）
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くらしの情報

（任期 : 令和元年 12 月 1 日から令和 4 年 11 月 30 日）（敬称略）
氏名 担当地区 電話番号 氏名 担当地区 電話番号

冨塚美貴子  小坂・太田川 585-3007 齋藤　章惠  小舘・宮前・宮舘 585-5739
朽木　京子  前田・板橋 585-5448 鍛治内悦子  源宗山西・東・北 090-2883-8264
山﨑　岩雄  板橋南 585-5872 髙橋　惠子  山崎耕谷・大坂 585-4579

安孫子美喜子  泉田上・中・下 585-4536 佐藤　悦子  第 1・第 2 585-3128
佐藤　清二  鳥取・内谷西・東 585-4085 佐藤きよ子  第 3・第 4 585-3293
八巻　栄子  駅前 585-2092 八巻　忠一  徳江北・第 7 585-4058
岡崎　長市  大町南 585-2245 斎藤　勇子  第 8・第 9 585-2139
花井　　忠  錦町・大町北 585-5073 小島　よね  第 10・第 11・第 12 585-4151
後藤　イミ  本町・鶉町 585-2273 阿部　孝子  貝田 585-2944
武田　修一  宮町南・沢田・藤田光陽 585-2018 八巻　忠義  光明寺・高城 585-3905
内村　忠一  宮町北・藤田宮前 585-2289 髙村　和子  大木戸・山根 585-3723
須田　惠子  宮東・町東 585-3939 小林　　力  原町・築館・並柳 585-3259
阿部　英子  石母田東・表・北・上野 585-2904 小林　統一  中部・北部 585-5143
佐藤三起子  石母田原・西 585-4284 木村　正義  川内 585-1237
菊地千津子  山崎北・舘 585-4376 松浦　知弘  主任児童委員 585-2515
斎藤美知子  滝山・小林 585-5884 鈴木　道代  主任児童委員 585-3320

◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

国見町民生委員・児童委員

地
域
の
身
近
な
相
談
役

　
新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状

　

国
見
町
担
当
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た

こ
と
に
伴
い
12
月
2
日
、
新
た

に
32
人
に
厚
生
労
働
大
臣
の
委

嘱
状
が
太
田
久
雄
町
長
か
ら
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
再
任
さ

れ
た
八
巻
忠
一
さ
ん
ら
19
人
と

新
任
の
佐
藤
清
二
さ
ん
ら
13
人

の
合
わ
せ
て
32
人
。

　

地
域
社
会
の
姿
が
大
き
く
変

わ
る
中
、
人
々
が
抱
え
る
課
題

は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、

社
会
福
祉
に
対
す
る
知
識
と
情

熱
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
生

活
状
況
を
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
た
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
る
た
め
の
助
言
や

援
護
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
複
雑
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
地
域
を

担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
相
談
や
援
護
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
職

務
上
で
知
り
得
た
秘
密
は
固
く

守
り
、
常
に
公
平
な
立
場
で
職

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
福
祉
関
係
で
知
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
地
域
の
担
当
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

退
任
委
員
へ
感
謝
状
贈
呈

　　

今
期
限
り
で
退
任
す
る
13
人

の
委
員
へ
太
田
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】

斎
藤
洋
子
さ
ん
、
松
浦
光
子
さ

ん
、
菊
地
忠
良
さ
ん
、
髙
原
ミ

エ
子
さ
ん
、大
津
美
代
子
さ
ん
、

安
藤
和
子
さ
ん
、
武
田
友
江
さ

ん
、
佐
藤
敬
子
さ
ん
、
松
浦
美

千
代
さ
ん
、
赤
坂
晃
さ
ん
、
佐

藤
長
太
郎
さ
ん
、
宍
戸
フ
ミ
さ

ん
、
古
川
秀
子
さ
ん

農業委員会からの
お知らせ

　1 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　1 月 15 日水
　　　　　　午後 1 時 30 分から

　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室
　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

町
の
奨
学
生
募
集

　
　
　

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
生
徒

や
学
生
に
無
利
子
で
奨
学
資
金

を
貸
付
け
ま
す
。

　

奨
学
資
金
に
は
、
在
学
中
に

貸
し
付
け
る
修
学
資
金
と
入
学

時
に
貸
し
付
け
る
入
学
支
度
資

金
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
修
学
資
金
】

▼
貸
付
額
（
月
額
）

・
高
校　

1
万
円
以
内

・
高
専　

1
万
5
千
円
以
内

・
大
学　

2
万
円
以
内

▼
貸
付
期
間　

令
和
２
年
4
月

か
ら
最
短
修
学
期
間

▼
貸
付
方
法　

原
則
毎
月
10
日

に
振
込
み

▼
返
還
方
法　

卒
業
後
6
か
月

後
か
ら
10
年
以
内
に
返
還
。
無

利
子

【
入
学
支
度
資
金
】

・
高
校　

15
万
円
以
内

・
大
学　

25
万
円
以
内

▼
貸
付
方
法　

合
格
状
況
を
確

認
後
、
一
括
振
込
み

▼
返
還
方
法　

最
短
修
学
期
間

内
に
返
還
。
無
利
子

▼
募
集
人
員　

ど
ち
ら
の
資
金

も
若
干
名

【
申
込
方
法
】

▼
提
出
書
類　

①
奨
学
生
願
書

（
本
人
記
入
）
②
奨
学
生
推
薦

調
書
（
学
校
記
入
）
③
平
成
31

年
度
（
30
年
分
）
奨
学
資
金
申

請
用
所
得
証
明（
世
帯
全
員
分
）

▼
申
込
受
付
期
間　

1
月
7
日

火
か
ら
15
日
水
ま
で

▼
申
込
先　

学
校
教
育
課
（
県

北
中
学
校
在
学
中
の
方
は
、
中

学
校
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他　

申
込
書
類
は
申
込

先
に
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
５
８
５
‐
２
８
９
２

お
知
ら
せ

除
雪
作
業
に
関
す
る

お
願
い

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
通
勤
・

通
学
、
生
活
道
路
の
確
保
の
た

め
、
町
内
土
木
業
者
の
協
力
に

よ
り
、降
雪
量
の
多
い
時
に
は
、

早
朝
よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
幹
線
道
路
を
優
先
し

つ
つ
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
町

民
の
み
な
さ
ん
の
足
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

【
効
果
的
な
除
雪
の
た
め
に
】

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
緊
急
時
に
も

支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
行
者
や
車

の
走
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、

雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
除
雪
作
業
で
宅
地
の
出
入
口

な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
そ

れ
ぞ
れ
片
付
け
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方

が
通
行
す
る
幹
線
道
路
を
優
先

さ
せ
、
す
べ
て
の
道
路
を
除
雪

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

マイナンバーカード
に関するお知らせ

　町では、マイナンバーカードの発行を希望する方
を対象に、無料で写真撮影を行い、申請までのお手
伝いをしています。

・場　所　税務住民課戸籍係
・時　間　平日（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
　　　　   窓口延長日 ( 木曜日 ) は午後 7 時まで

（注意）
・希望する方は、本人確認書類（免許証など）、通知カー　
  ド、印鑑を持参してください。

・窓口が混雑している場合はお待ちいただく場合が 
   あります。
☆詳しくは町ホームページをご覧ください。
　　◆問い合わせ　税務住民課戸籍係　☎ 585-2115

マイナちゃん
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　年　　末　藤田市街地 :12 月 30 日月まで
　　　　　  　上記以外 :12 月 27 日金まで
　年　　始　藤田市街地 : 1 月 6 日月から
　　　　　　　上記以外 : 1 月 7 日火から
　粗大ごみ　12 月 18 日水（年内最終）
　　　　　　 1 月 8 日水
※粗大ごみを出す際は、収集日の前日（平日の午前 8

　時 30 分から午後 5 時 15 分）までに、品目と数量、

　ごみ置き場の番号を環境防災課へ連絡ください。

広報くにみ & 町ホームページに
広告を掲載してみませんか ?

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（2 月号掲載分）：1 月 10 日金まで

くらしの情報くらしの情報

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課文書広報係

☎ 585-2113 まで連絡ください。

人口と世帯 人口 9,003 人 （△ 15）

男 4,343 人 （△   8）

女 4,660 人 （△   7）

世帯 3,421 世帯（△       2）

令和元年 10 月 31 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

1 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
1 月 9 日木、23 日木 1 月 21 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員ほか NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽にご来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

戸籍の窓口からのお知らせ

戸 籍 の 窓 口
10 月 21 日 ~11 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

佐藤　優
ゆ う と

斗ちゃん
善郎さん　あゆみさん（石母田東）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

鈴木　光子さん 85 （ 川 内 ）

鈴木　咲子さん 71 （ 大 町 北 ）

吉田　政男さん 85 （ 山 崎 舘 ）

實沢　忠美さん 84 （ 第 9 ）

菅野　春三さん 87 （国見の里）

古内　ミキさん 89 （ 内 谷 東 ）

杉山　政之さん 80 （ 板 橋 南 ）

髙橋　一三さん 90 （ 鳥 取 ）

松田　正一さん 79 （ 貝 田 ）

吉田　定夫さん 64 （山崎耕谷）

遠藤　好美さん 58 （ 第 2 ）

仲野　周藏さん 86 （ 泉 田 中 ）

古川　忠二さん 88 （ 錦 町 ）

村上ミチ子さん 87 （ 大 木 戸 ）

若生　ヒロさん 79 （ 鳥 取 ）

瀬戸　正明さん 61 （ 中 部 ）

くにみももたん広場
クリスマス会

くにみももたん広場では、今年も恒例のク
リスマス会を開催します。みんなで楽しめ
るゲームやお菓子のプレゼントもあるよ !
くにみももたんとサンタさんもやってきま
す。ぜひ家族で遊びに来てね !

12月22日日
　午前 11 時から

令和 2 年  1月12日日　  

会場 / 観月台文化センター・ホール

成人式令和 2 年 国見町祝

※該当者には案内状を送付します。
※町外在住者で出席を希望される方は
　生涯学習課へ申込みください。

　　　　　　　　問生涯学習課　☎ 585-2676

　　　 午後 0 時 30 分から
　　　 午後 1 時 30 分から

　　　午後 2 時 40 分から
　　　午後 3 時 30 分まで

受　付
式　典
記念パーティー

年末の大掃除は計画的に

ごみ出しルールとマナーを守りましょう。
収集日・分別区分を守り、ごみを出してください。

問環境防災課環境防災係　☎ 585-2116

年末年始はごみ収集が休みとなりますので、
計画的にゴミ出しを行い、スッキリとし

て新年を迎えましょう。

伊達地方衛生処理組合清掃センターへ
直接搬入する場合

　年　　末　12 月 30 日月まで
　年　　始　  1 月    6 日月から
　受付時間　午前 8 時 40 分から午前 11 時 30 分
　　　　　　午後 1 時から午後 4 時
　　　　　　※ 12 月 30 日のみ午後 3 時まで

町による収集

平日木曜日は税務住民課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫ 12 月 12 日、19 日、26 日
　　　　　　　　 1 月 9 日、16 日、23 日、30 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き…転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは問い合わせください。

問税務住民課戸籍係　☎ 585-2115

広告掲載 広告掲載
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　クリスマスプレゼントは、もう決まりました

か？  読書時間の多い国として知られるフィン

ランドでは、クリスマスに本を贈る場面を多く

目にします。そして、親子で一緒に本を囲むひ

とときを、とても大切にします。お気に入りの

一冊に出会った子どもたちは、その本を何度も

読んで欲しいとリクエストしてくるものです。

時には時間をたっぷりとって、子どもの「もう

L
リュッケ

YKKE時
じか ん

間
第 9 話「クリスマスの贈り物」

文
化
の
花
が
咲
き
誇
る

  

第
48
回
国
見
町
文
化
祭 

日頃の練習の成果を披露する出演者

【
音
楽
芸
能
発
表
会
】

　

音
楽
芸
能
発
表
会
が
10
月
27

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
町
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
加
盟
の
26
団
体

２
９
８
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、合
唱
や
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
89
演
目
に
も

わ
た
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
、
出
演
者
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
多
く

の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

【
総
合
展
示
会
】

　

総
合
展
示
は
11
月
２
日
と
３

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体

育
館
な
ど
で
開
か
れ
、
町
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
加
盟
の
11
団

体
の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
小
中
学

校
な
ど
の
作
品
が
出
展
、
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
書

や
陶
芸
な
ど
の
美
術
、
文
学
・

文
芸
、
郷
土
史
、
生
活
文
化
な

ど
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

石原コレクション
作品紹介 　Vol.11
題  名　花　
作  家　ポール・アイズピリ
　　　　

紙・リトグラフ
590 × 430mm

観月台文化センター常設展示

今年のクリスマスプレゼント
何かな？

　
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
11
月
９

日
、19
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

下
郷
町
の
観
音
沼
森
林
公
園
の

自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

は
、
紅
葉
の
色
づ
く
風
景
を
堪

能
し
な
が
ら
散
策
や
食
事
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
、
塔
の
へ

つ
り
や
大
内
宿
と
い
っ
た
会
津

の
観
光
地
を
散
策
し
、
会
津
の

紅
葉
な
ど
を
満
喫
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 会

津
の
紅
葉
を
堪
能

  

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
in
下
郷
町

会津の紅葉を楽しんだ参加者

大
迫
力
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
応
援

  

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
プ
レ
ミ
ア
12
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
プ
レ
ミ
ア
12
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
日
本
対

プ
エ
ル
ト
リ
コ
戦
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
11
月
６

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
２
２
０
イ
ン
チ
の

特
大
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ

れ
、来
場
者
は
野
球
日
本
代
表
・

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
迫
力
あ
る
活
躍

を
試
合
会
場
に
い
る
よ
う
な
気

分
で
観
戦
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
W
B
S
C
（
世

特大スクリーンに見入る来場者

迫力ある画面に大満足！

 　 
　  

◆場 　 所：観月台文化センター・ホール
 　 ◆入 場 料：前売り 3,000 円   当日 3,500 円（全席指定）
 　 ◆発売場所：観月台文化センター・各種プレイガイド

　　
～観月台にカフェがやってくる～

　　　コンサートの開演前と休憩の時間に温かい飲み物とス　　
　　　イーツでくつろぎのひとときを優雅に過ごしませんか。
　　　○観月台文化センターロビー　
　　　　午後 3 時から

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

  

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

　

国
見
町
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教

室「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室
」

が
10
月
28
日
、
12
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

連
合
会
の
渡
邉
武
男
会
長
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
な
ど

の
講
義
を
受
け
た
後
、
参
加
者

は
公
認
指
導
員
と
と
も
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
上
手
く
ボ
ー
ル
を

打
つ
と
歓
声
が
響
き
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

青空の下パークゴルフを体験

宇
宙
に
つ
い
て
学
ぼ
う

  

第
９
回
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　

第
９
回
少
年
仲
間
づ
く
り
教

室
「
宇
宙
を
学
ぼ
う
」
が
11
月

９
日
、
こ
さ
か
ふ
る
さ
と
館
で

教
室
生
17
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
参
加
者
が
新
免

琢
弥
先
生
の「
宇
宙
に
つ
い
て
」

の
講
義
を
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。講
義
後
は
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、

水
や
空
気
の
量
、
飛
ば
す
角
度

を
調
節
し
な
が
ら
外
で
飛
ば
す

実
験
を
し
ま
し
た
。
遠
く
に
飛

遠くに飛ばせるかな

賑わう総合展示会場

界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

よ
り
公
認
を
受
け
、
ま
た
東
京

２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場

者
は
２
０
２
０
年
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
機
運

を
醸
成
し
ま
し
た
。

ぶ
と
歓
声
が
上
が
り
「
宇
宙
」

へ
の
関
心
を
深
め
る
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

文 : 柴田千賀子（国見町出身の保育研究者。仙台大学准教授）

一 回 読 ん で！」 の

声にじっくり応え

て み ま し ょ う。 好

き な 本 に 出 会 い、

その一冊と共に温

かい時間を過ごす。

こういった時間が

読書好きを育てて

ゆくのでしょう。

※未就学児の入場はご遠慮ください
※チケットに飲食代は含まれておりません。
　飲食には別途料金がかかります。

詳しい情報は
こちらから

国見町応援大使
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

カレンダー
くにみ12月

　今年もイルミネーションが町

を彩る季節がやってきました。

いつもは眺めて楽しむだけだっ

たイルミネーションに今年は撮

影で悪戦苦闘。やはりイルミネー

ションは眺めて自分の心に焼き

付けるのが一番だと悟りました。

 （H.S）

あ と が き

　国見町ラヂオ課ももたんFMスタッフの佐久
間です。
　今年も残すところ1ヶ月になりました。朝晩と
とても寒くなってきました。皆さんお身体にはお
気をつけください。
　さて、先月23日に道の駅国見 あつかしの郷で

「明日へ。ビッグツリー・イルミネーション」が行

われました。当日は、スイングモードさん、菅野恵
さんのライブで盛り上げていただき、そのほかに
お蕎麦の振る舞いや夕暮れマルシェがあり、たく
さんの人に足を運んでいただけたのではないか
と思います。当日は取材でお世話になったのです
がとてもきれいで感動しました。取材した様子は
1月3日の放送 イルミネーションクロージングス
ペシャルということでお届けします。ぜひお正月
にふくしまFMを聞いて
みてください。この日も
生放送でお届けします
ので気になる方は足を
お運びください。

日 月 火 水 木 金 土
6 7

・広報くにみ
12月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・子ども和楽器体験教室

8 9 10 11 12 13 14
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・子ども移動図書
（1年生）

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・子ども移動図書
（2 年生）

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・くにみスポーツ
サークル

15 16 17 18 19 20 21
・観月台クラシックス 

サクソフォン四重奏
・国見ジュニア応援団

・いきいきサロン
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・三学級合同学習「年忘

れ落語を聞く会」
・いきいきサロン

山根（午前10時～）
徳江北・第7

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
（年内最終）

・子ども移動図書（3年生）
・イキイキ子育てクラブ
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診3・9か月
・ブックスタート
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
大木戸（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく広場
・子ども和楽器体験教室
・小型家電リサイクル

特別回収日
（午前9時～午前11時）

22 23 24 25 26 27 28
・あつかし山ビッグ

ツリー点灯式
・減塩セミナー
・くにみももたん

広場クリスマス会
・結婚世話やき人相談会

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・クリスマスこども
フェスタ

・いきいきサロン
光明寺（午前10時～）
石母田（午後1時半～）

・税金等納期限
町県民税（第4期）
国民健康保険税（第6期）
後期高齢者医療保険料

（第5期）
・少年仲間づくり教室
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・子ども司書講座

・年内ごみ収集最終日
（藤田市街地以外）

・観月台文化センター
休館（～1/3まで）

29 30 31 1/1 1/2 1/3 1/4
・年内ごみ収集最終日
（藤田市街地）

・年内ごみ直接搬入最
終日（午後3時まで）

・ごみ収集休み 元日
・ごみ収集休み

・ごみ収集休み ・ごみ収集休み ・ごみ収集休み

1/5 1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11
・国見町消防団出初式
・ごみ収集休み

・新春賀詞交歓会
・年明けごみ収集

開始（藤田市街地）
・いきいきサロン

山崎（午前10時～）

・年明けごみ収集開始
（藤田市街地以外）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・イキイキ子育てクラブ
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・広報くにみ
1月号発行日

・いきいきサロン
第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）

・子ども和楽器体験教室

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


